
➡➡安井賞受賞作の習作。三栖右嗣さんは「私には安井賞受賞作の習作。三栖右嗣さんは「私には
シワ一筋一筋が思い出深い記憶」と語っていましシワ一筋一筋が思い出深い記憶」と語っていまし
た。『老いる（習作）』（油彩,1974,30号）た。『老いる（習作）』（油彩,1974,30号）

➡➡三栖右嗣さんは好んで花を描いていました。ひなげし三栖右嗣さんは好んで花を描いていました。ひなげし
などの、薄い花びらの儚い花が好きだったようです。中などの、薄い花びらの儚い花が好きだったようです。中
でもコスモスは最も多く描かれており、「コスモスの画でもコスモスは最も多く描かれており、「コスモスの画
家」とも呼ばれています。『秋桜』（リトグラフ,1982）家」とも呼ばれています。『秋桜』（リトグラフ,1982）

➡➡「海のシリーズ」後「海のシリーズ」後
半の作品。透明な美し半の作品。透明な美し
い沖縄の海を描いた作い沖縄の海を描いた作
品です。『光る海』（油品です。『光る海』（油
彩,1997,120号）彩,1997,120号）

➡大学卒業後、一水会➡大学卒業後、一水会
に初出品した作品。プに初出品した作品。プ
ロとしての画家のスロとしての画家のス
タートでした。『室内』タートでした。『室内』

（油彩,1955,100号）（油彩,1955,100号）

column

絵はどうやって見ればいい？
特に三栖右嗣さんのような写実的な作品は、遠くか特に三栖右嗣さんのような写実的な作品は、遠くか
ら見て、近くから見てみると良いです、とのこと。ら見て、近くから見てみると良いです、とのこと。
まずは「これはすごい！」でも大丈夫。そこから、まずは「これはすごい！」でも大丈夫。そこから、
どこがすごいと感じたかを言葉にしてみると、よりどこがすごいと感じたかを言葉にしてみると、より
理解が深まります。「なんでこれを描いているの」と、理解が深まります。「なんでこれを描いているの」と、
もっと知りたくなったら、作者の人物像や生い立ち、もっと知りたくなったら、作者の人物像や生い立ち、
時代背景、作者の言葉や残したものなどをもとに、時代背景、作者の言葉や残したものなどをもとに、
絵のモチーフ、構図、色など、なににこだわって描絵のモチーフ、構図、色など、なににこだわって描
いているかを探してみると、より楽しめます。額にいているかを探してみると、より楽しめます。額に
も注目。さて、では三栖右嗣さんは、なぜ「地面にも注目。さて、では三栖右嗣さんは、なぜ「地面に
落ちたリンゴ」を描いているのでしょうか？落ちたリンゴ」を描いているのでしょうか？

column

三栖右嗣さんのサインのひみつ
絵画にはほぼ必ず本人のサインが入っています。三絵画にはほぼ必ず本人のサインが入っています。三
栖右嗣さんのサインは『miss C.』。『三栖』を『miss』、栖右嗣さんのサインは『miss C.』。『三栖』を『miss』、

『C』は大切なお母さまである千里さんの『C』であり、『C』は大切なお母さまである千里さんの『C』であり、
あわせると『ミス千里』になるとのこと。ここでも、あわせると『ミス千里』になるとのこと。ここでも、
お母さまが大きな存在であることがうかがえます。お母さまが大きな存在であることがうかがえます。
また、三栖右嗣さんは絵に溶け込ませるような形でまた、三栖右嗣さんは絵に溶け込ませるような形で
サインを記す場合も多く、「サインを探せ！」状態にサインを記す場合も多く、「サインを探せ！」状態に
なることもしばしば。三栖右嗣さんの遊び心も感じなることもしばしば。三栖右嗣さんの遊び心も感じ
られるサイン。探してみてはいかがでしょうか。られるサイン。探してみてはいかがでしょうか。
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